
　事業の成果

　この事業（成人学校）では手話通訳者を用意す
るので聴力障害者が質問しやすい環境にあり、参
加者はこれまで誰に聞いたら良いのかわからな
かった事や、日頃気になっていることを確認でき
たと思います。実際に思っていたよりも質問が多
く発せられ、開催できて良かったと思っています。
　呼びかけの方法として、表面に各ブロックで実
施するテーマ・講師などの内容、裏面に会場地図
といったチラシを作成して、当協会会員、会員で
はない聴力障害者へ配布しました。また、各市町
村福祉事務所へチラシを送付して、地域在住の聴
力障害者へ周知してもらいました。他に、毎月発
行している当会の機関紙「ろうあ大阪」に掲載し
ました。
　成人学校、大学習会を実施したことで、かなり
の聴力障害者が知識や教養を身につけることが出
来、社会参加の促進につなげることができました。
また、手話通訳者のほか、手話を知らない聴力障
害者のために文字通訳者を用意したことで情報保
障、合理的配慮を充分に果たすことができました。

　成果の広報、公表

　各ブロックの成人学校、８月の大学習会の様子
を、毎月発行している大聴協の機関紙「ろうあ大
阪」に掲載しました。
　大聴協の事業局会議で、参加状況や２０１８年
度に活かすための問題点などを話し合いました。
学習部活動の一環として、大聴協の通常総会の議
案書にて報告します。

　今後の展開

　来年度以降も、音声による情報を得ることがで
きない聴力障害者が、知識や教養を身につけて社
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　助成事業の概要

実施目的
　聴力障害者は音声による情報を得ることができ
ないため、現在の話題や話している内容がわから
ないことが多々あります。そのため、法律問題や
健康、時事問題など幅広いテーマを取り上げ、専
門家に依頼して、わかりやすく説明してもらい学
習する場を設けています。
専門家には手話のできない健聴者が多いので、大
阪府登録手話通訳者を用意して情報保障に配慮し
ています。また、手話を知らない聴力障害者、難
聴者の情報保障のため文字通訳も用意します。会
場は主に公民館などの公共施設を使用しました。

実施時期
　201７年 9 月から 1２月の間に大阪府内の５
ブロックで月に 1 回の割合で成人学校を開催し
ました。
また、８月に全体としての大学習会を開催しまし
た。

内容
北摂ブロック

公益社団法人 大阪聴力障害者協会
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大阪府ろうあ者成人学校 会参加するために、このような成人学校、大学習
会を続けていきたい。
　参加者からのアンケートをもとにして、医療関
係や時事問題など幅広いテーマで、201７年度と
同様に開催できるようにしたいと考えています。
また、今後も手話通訳者、文字通訳者による情報
保障を用意していきます。
　ブロック規模では秋頃に、各ブロック月 1 回
のペースで 3回程度開催予定
　全体では重要なテーマ（法律関係、福祉関係な
ど）で年 1回開催予定
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9/30

10/31

11/16

吹田市立男女共同参
画センター

高槻市立障がい者福
祉センター

茨木市立障害福祉セ
ンターハートフル

大西 哲也

山脇 圭二

葛迫 直人

脂を貯めない
食事習慣

時事問題

時事問題

5

11

12
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9/9

10/28

11/11

門真市立文化会館

寝屋川市にぎわい創
造館

大東市立生涯学習セ
ンター

6

8

7

防災について

ロコモ体操

時事問題
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  9/9

10/14

11/12

東大阪市立総合福祉
センター

河内長野駅前市民
センター ノバティ
ホール
松原市民ふるさとぴ

あプラザ

千葉 文恵

森 秀夫

中岡 正人

デフリンピック

目の病気

真田幸村
（信繁）

14

24
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 10/14

11/4

12/2

岸和田市立総合福祉
センター

貝塚市民福祉セン
ター

和泉市コミュニティ
センター

染原 剛

小枝 豊

田中 亜耶

生活習慣病

ろう者の歴史

自転者交通安全

7

8

10

廣田 善春

永田 三枝子

栖川 興道

 8/26 谷町福祉センター 村上 達也 生活習慣病 51
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